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第 一 高 等 学 校  

                       

  

 
 ８月２５日、２学期が始まりました。 

  ２学期もキャリアガイダンス「夢の架け橋」、一高祭文化部門をはじめ、期末考査、中間考

査、各種模試、交通講話、保健講話、１年修学旅行、校内ダンス発表会等と多彩な行事が予定

されています。 

  第一高校では、授業、部活動、学校行事等のすべての教育活動を通して、生徒一人ひとりの

個性を伸ばしながら、心身ともに健全で叡智に富み、凜とした気品ある心豊かな人材の育成をめざしています。４月から、一

高祭、総体、総文、英語コース合宿、オーストラリア交流事業、数々のコンクール出場、クラスマッチなど一つ一つ終える度

に、こうして凜とした一高生として育っていくものと、熱い思いで生徒の皆さんの成長をうれしく思っています。 

 もう一つ熱い思いで関わらせていただいているのが、清香会です。校内の史跡、百年を超える歴史、卒業生の方々の偉大な

功績など、「清香会百年史」を拝見しますと、賢明で斬新な清香会とともに、第一高校の伝統の重さをしみじみと感じていま

す。しらうめ奨学金、オーストラリア交流事業他、多くの御支援をいただき、感謝の気持ちを後の清香会会員となる在校生の

「母校を愛する心」に繋いでいきたいと思います。 

 また、好文会の保護者の皆様には、一高祭(体育部門・文化部門)の接待やバザー、３年生の進路目標達成祈願白梅鉛筆贈

呈、３年生受験応援ぜんざい会等、生徒や学校のために日頃から御協力いただいておりますことに心より感謝申し上げます。 

ディベート対戦！！ 

楽しい昼食♪ 

松本 京子 教頭 

ワークッショップ中です。 

クラスマッチが７月１３日～１６日

にかけて開催されました。今年は、

悪天候のため、体育館での代表チー

ムのみの戦いとなりましたが、応援

もおおいに盛り上がりました。 国立阿蘇青少年交流の家で６月２６・２７・２８日の３日間にわ

たって第一高校の英語合宿は生徒７９人、ＡＬＴ１２人、引率教諭

８人の９９人で行われました。初日は１年生が「ワンミニッツ、ス

ピーチ・コンテスト」２年生は「ディベート・マッチ」。２日目は

ワークショップ（各ＡＬＴの先生毎にそれぞれ工夫を凝らした英語

での分科会）３日目は「スキット・コンテスト」（寸劇等）に取り

組みました。随所に第一高校の「凜とした一高生」が見られ、すば

らしい英語合宿となりました。 

１分間スピーチコンテスト 



 

 

 

 

 

 

 

●１０月 ８日（金）   

  一般公開 11:30～15:30  

●１０月 ９日（土） 

  一般公開 11:30～14:30 
「Artlessness」は、自然のままの、素朴な、という

意味を持つ英単語です。また、「シンカ」は「真

価」と「進化」を掛けています。一高生は日々、学

習や部活動に励み、自分の夢の実現に向けて努力し

ています。この文化部門を通して、私たちの中に秘

められた、本当の力や価値をみなさんに知ってもら

いたいと思っています。 
文化部・各クラスの展示・ステージ発表を 

 
 ８月１日（日）～１０日（火）まで２年生２１名が第６回オー

ストラリア交流事業に参加しました。今年は例年と異なり、コ

ヒューナ地区１カ所で、ホームステイと現地の学校との交流を行

いました。 

 平日はコヒューナ・セカンダリー・カレッジに通い、午前中は

ＥＳＬによる語学研修で英会話などを学びました。午後からは実

際の授業、数学や国語（英語）などを体験しました。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

 週末はホストファミリーと近隣の町までドライブをしたり、乳

搾りなどの農場体験、日本料理を作ったりと、家族の一員として

オーストラリアの生活を楽しんできました。 

 初めての海外という生徒がほとんどで、出発前は荷物の整理や

ホストファミリーへのお土産選びなど、期待と不安でいっぱい

だったようです。ですが、次の日には笑顔いっぱいで登校してき

ました。 

 この研修を通して、どの生徒も日本ではできない体験をし、た

くさんの思い出を作り、自分の経験値を大きく伸ばすことができ

たように思います。失敗を恐れずに何にでも挑戦することの大切

さを学んだのではないでしょうか。この経験が、今後の学校生活

や将来の生き方を考える上でおおいに役立つものとなり、生徒が

さらなる成長をしてくれることを期待したいと思います。 

バトントワリング部 
地元の方々の暖かい歓迎の中、パレードを行いました。                                 

弁論 

「故きを温めて新しきを知る」 
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８／１～８／３in宮崎 

出  場 

書道部 
第34回全国高等学校総合文化祭  

文化連盟賞 

    

バトントワリング部 
パレード出場 

放送部 
出場 

弁論 
出場 

放送部  
ＮＨＫ杯全国高校放送 

コンテスト 

    熊本県 ３位 

   全国大会 出場 
 


